
バイオエコノミー

CNF複合材料の改良製造法開発と
構造材料への適用

Revised Manufacturing Process of CNF/Resin Composite for Application to Structural MaterialsRevised Manufacturing Process of CNF/Resin Composite for Application to Structural Materials

CNF / Resin CompositeCNF複合材料 

CNF複合材料を実用化するためには、他の複合材料では

成しえない「CNFならでは」の特性、実用物性を活かすこと

が重要と考えています。CNFの用途開発にご興味ありま

したら、是非私たちにご連絡ください。

Fig. 1 CNF/Resin Composite Manufacturing  Process
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構造材料への適用による石油資源使用量の削減
構造材料に適用することで石油資源使用量の削減が期待

できます。一方でCNF複合材料を実用化するためには

コスト面が課題であり、生産性の向上が必要です。

生産速度向上と自動車部品に必要な物性の評価
各プロセスの改良により物性向上と生産速度向上の両立

が進んでいます（Fig.2）。また構造材料の中でも要求物性

の高い自動車部品において、基礎物性および一部の実用物

性の目標を達成しています（Table1.）。

CNF複合材料製造プロセスの見直し
CNF複合材料は樹脂と変性パルプを混練しながらパルプを

ナノ解繊することで製造しています（Fig.1）。生産速度を

上げるため変性パルプ製造、混練の各プロセスの改良を

進めています。

Fig. 2   The Comparative Study on Manufacturing Process between 
　　　　 New and Ordinary Process
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Table 1. CNF/Resin Composite Properties

部材評価 評価結果

曲 げ 剛 性 ○

流 動 性 ○

成 形 収 縮 率 GFより異方性小

V O C 発 生 量

耐 熱 試 験 ○

冷 熱 繰 り 返 し 試 験 ○

衝 撃 試 験 ( 全 体 ) ×

GF品同等
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